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電子オルガンにおける交響曲の編曲作品に関する演奏解釈及び演奏法
On the Interpretation and Methods of Playing Arranged Symphony Music 







The purpose of this paper is to analyze and 山 dyappropriate methods of electric organ tone setting and its performance 
based on the Hoshina Theory， while considering the performance and interpr嗣 tionof electric organ arranged music and its 
mechanical charωteristics. 
As a result， itwas found that some tones should be changed with those of other ins佐uments，or deleted in some cases， 
through the viewpoint of the organ's mechanical settings. Moreover， in order to express melody lines appropriately，血euse 
of lead voices was also found to be effective. Furthermore， itturned out that performance without interruption is possible if 
we set tones before and a負erchanges in registration so that they are the same kind of tones 
From the vie¥叩ointof performance， itwas confirmed that the dynamics in a phrase can be expressed properly by the use 
of expression pedals and in the case of intonation in a group， initial touches can make appropriate expressions possible. It 
was also confirmed that in the case of fading sounds， sustain吋 pedaluse is ef巳ctive，and in order to continue an uninter 
rupted performance using finger techniques connecting sounds is practical 
These findings contributed to the possibility of performance， int己:rpretationand methods of performance with an elec仕ic
organ in the field of arranged symphony music. Furthermore， they ωn be applied to other electric organ music 
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教材の演奏解釈を研究してきた(新山， 1993， 1995， 







































































































( 2 )設定I; 70~ 118小節
①では上鍵盤に弦楽器群と木管楽器群， 下鍵盤に弦楽






を保ちながら，3 ~4 拍目 は右手を上鍵盤に移行して弦





































































































































































































































































( 3 )設定皿;131 ~ 168/J、節>
①・②における最小グループはアウフタクト16分音符
と8分音符2つである。このグループの重心は16分音符






















複感を避ける O ⑩の227小節目からコーダとなるが， 4 
分音符116の速さにテンポアップし，さらに⑭より 4分
音符148の速さに益々テンホ。アップして激しさを増す。
このリズムパターンの組み込みこそ，電子オルガンの機
能を十二分に活かせる効果であり， 1台の電子オルガン
で演奏可能な醍醐味であると考える。
まとめ
保科理論を基に演奏解釈を行い演奏法を考察した。電
子オルガンにおける効果的な表現方法として，以下のよ
うなことが明らかとなった。
機械上の設定による視点から
1.電子オルガンで交響曲の音色を設定する場合，実際
に使用されている楽器の音色を敢えて使用せず，別の
楽器の音色に置き換えたほうが効果的な場合があるこ
とが判明した。
2.電子オルガンで交響曲の音色を設定する場合，実際
に使用されている楽器を設定箇所によっては削除する
ほうが効果的であることが判明した。
3. どこかの鍵盤に重音が発生する際，単音と比較して
音量が極端に増大するため，旋律やベースになる鍵盤
よりも意識的に音量を控える。それにより，全体的な
音量バランスが取れ最適な表現に繋がることが確認で
きたO
4.旋律を明確に表現する際，リードボイスを使用する
ことが効果的であることが判明した。ただし，リード
ボイスは音量を上げると音が途切れたりスラーになり
にくい可能性があるため，音量調節が重要であること
も確認できた。
5. レジストレーションを変換する際，その前後の音色
を同音色設定にすることで，音楽の流れを止めること
なく演奏できることが判明した。
演奏方法による視点から
1.シーケンスを組み込んだ、設定の際，容易にアゴーギ
クをつけることは困難で、ある O その場合，シーケンス
を組み込まない部分でアゴーギク等を最大限に考慮す
ることで，曲全体の演奏表現の豊かさを増大できるこ
とが示唆された。
2. フレーズ内のデュナーミクにはエクスプレッション
ペダルを，グループ内の抑揚はイニシヤルタッチで演
奏することにより，アコースティック的な表現が可能
となることを確認できた。
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3.電子オルガンの鍵盤は指を離すと音が消滅するため，
それを補うにはサスティーンを使用することが有効で
あることが判明した。
4.予め重音設定された音色を演奏する際，切れ聞なく
奏するためにはサスティーン等の機能に頼らず，指で
繋ぐ技術のほうが有効であることが判明した。
これらの結果は，交響曲におけるl台の電子オルガン
による編曲作品に適する演奏解釈及び演奏方法の可能性
を見出せた。さらに他の電子オルガン作品にも期待でき
る。
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